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日本藻類学会第3回春季大会講演要旨

(A-1)秋山優=土犠藻顛の生態におよlます除草剤

の影響 1. 藻類フロラおよび土墳のクロロフィル

生産におよぽす影響

今日農業上に利用されている除草剤は，その化学構

造上からも，またその作用機構の面からも極めて多様

性に富んでいる。これら除草剤の土援あるいは水田中

の藻類の生態におよぼす影響についてはほとんど研究

されていない。今回は特に MCP，CAT， NIP， 

DCPA， DCMU， Linuron， PCP， Benthiocarbにつ

いてその生態的影響について検討した。

1.常用濃度下におけるこれら薬剤の，土嬢あるい

は水田中の藻類フロラ(出現種数の変化)に対する影

響 は仇 vitroでは DCPA，Linuron， PCP， Ben-

thiocarbなどが強く， MCPは比較的弱い。

2. ポット水田を用いた長期にわたる除草剤投与の

影響についてみると，出現種数の上からはいずれも対

照区より低く，また藻類の極相としては， MCP， NIP， 

CAT処理区では珪藻を主体とするが，他の処理区で

はらん藻を主体とするマットの形成が認められた。

3. 一定条件下 (BBM培地， 2000 lux， 12・12明暗，

200C)での土援のクロロフィル生産におよぼす影響に

ついては， DCPA， Linuron， PCP， Benthiocarbに

よる阻害効果が強しさらに MCPとDCPA，MCP 

と PCPの聞には相乗的な阻害効果が認められた。

(島根大・教育・生物)

(A-2)秋山優z土纏藻類の生態におよぼす除草剤

の影響 2. Breached cellの再生現象および選定

子形成におよlます影響

除草剤の藻類に対する影響については，光合成能，

蜜素固定能および生長に関するいくつかの研究が知ら

れているにすぎない。今回は特に， 2 ry carotenoid 

を有するいくつかの土嬢藻類を用い，その再生(クロ

ロフィル形成)および遊走子形成時におよぼす除草剤

の影響について検討した。

1. Scotiellocystis， Protosiphon， Fritschiellaな

ど5種の藻類の breachedcellの栄養塩添加再生時

における影響としては，常用濃度下では， PCPが最

も強く， Linuron， DCPAなどがこれに次いでいる。

また MCP，CAT， NIPなどはほとんど阻害作用は

認められない。

2. PCl?はほぼ5ppm以上の濃度でクロロフィル

形成を阻害する。

3. 遊走子形成については PCPが最も強く，多く

の藻類では5ppm以上の濃度でその阻害効果が認め

られる。

4. 10ppmの PCPによって，クロロフィル形成

能にダメージを受けるのに必要な，薬物接触の最少時

間はほぼ24時間であった。

5. Protosiphonのクロロフィル形成および遊走子

形成に対し， MCPと PCP，Linuronと PCPの間で

その阻害相乗効果が認められた。

(島根大・教育・生物)

(A-3) 0堀口健雄*・原慶明*・藤田則孝**・千原光

雄*:赤湖を構成する鞭毛藻の分類学的研究 1.気

仙沼湾に出現する渦鞭毛蕩の種について

気仙沼湾において本藻は1年を通じて生育している

が，春から初夏にかけて断続的に発生する赤潮におい

て珪藻の Skeletonemacostatumとともに優占種と

なる。その後次第に本藻が大増殖をし，本藻の赤潮状

態が安定する。

この渦鞭毛藻については，これまでに光顕レベルの

形態から Peridinium属の 1種らしいというだけで，

たしかな同定は行われていない。

演者らは採集時期のことなる天然の試料と培養株を

用いて本藻の形態的特徴を光顕および電顕で調査し

た。その結果， 1)鎧板の配列様式は4'，2a， 7"， 5'ぺ
2""である。 2)ピレノイドの基質には Peridinium

属に共通してみられるチラコイドの侵入はなく，かわ

りに管状の細胞質をふくんだ深い陥入部がみられる。

3)鞭毛溝にfl.agellarfinがない。などが判った。

以上の観察結果とこれまでの知見に基づくと，本種

の実体は LEBOURのいう Peridiniumtriquetrum 

(EHREMBERG) LEBOURに相当するが， その分類学

上の位置についてはさらに検討を加えねばならない。

(*筑波大・生物科学系，神宮城県気仙沼水試)

(A-4) 0福代康夫*・橘 高二郎*・平野礼次郎柿z岩

手県大船渡湾に分布する渦鞭毛藻のシストについて

渦鞭毛藻にはその生活史の一時期にシストを形成す

る種の存在が知られており，既にその形態の確認され

た種は 30種を越えている。これらのシストの多くは



海底に沈下堆積しており，底泥をふるい分けることに

より比較的容易に観察することができる。

演者らは 1978年 9月に大船渡湾内 10点より底泥を

採取し，そのシスト組成を調査した。その結果，湾内

各域より Protoperidinium，Gonyaula:x， Protoce-

ratium，乃Irophacus，Zygabikodiniumなどの各属

のシストが認められ，量的には湾奥部に最も多く分布

し底泥乾重量Ig当たり 1∞0個を越えた。各属のシ

ストのうち多く出現した種は，Protoperidiniumでは

P. leonis， P. cOllicoides， P. denticulatum， P. ob-

longumなど，Gonyaulaxでは G.spinifera， G. 
excavataなどで，特に Gonyaulax属のシストは湾

奥部に多く分布した。乃lrophacusでは P.horologi-

cum， P. vancampoaeが認められた。

会 (ホ北星大・水，料東大・農)

(A-5) 0大護英雄・有賀祐勝z沖縄県石鍾島の海褒

植生

沖縄県八重山群島石垣島において川平湾を中心に

10調査地点を設け，1976-1977年の2年聞に4回にわ

たって珊瑚礁海域の海藻植生を調べた。

全調査地に出現した海藻種数は237種類(藍藻 12種

類，緑藻79種類，褐藻33種類，紅藻 104種類，海産顕

花植物9種類)であった。温帯性種が出現することは

少なく大半の海藻は熱帯・亜熱帯に特有な種であり，

特に緑藻の出現種数が多く褐藻が少ないという熱帯系

の海藻植生を裏付ける結果を得た。

川平湾において水平的な海藻分布を調べた結果，内

湾から礁池 (moat)にかけて広がる砂地に海産顕花植

物が，礁池に生珊瑚を基質として石灰藻及び多くの小

型海藻が，礁前縁部に石灰藻がそれぞれ優占繁茂し，

湾奥から，外海に向かつて環境変化と対応した一連の

海藻植生の変化が認められた。造礁珊瑚が優占的に群

生する珊瑚礁海域では，それらや有孔虫などの骨格起

源の砂地が広がっている所が多い。これに対応して砂

礁及び転石上に生育する海藻や，生珊瑚を基質として

生育する海藻の比率が高かった。

潮位別に出現する海藻種数を調べた結果，潮間帯以

浅では全体の40%，漸深帯では60%という比率であ

り，全体的に潮間帯植生はやや貧弱であった。なお亜

熱帯海域ではあるが，春季の短い期間に海藻の繁茂が

あり，比較的明瞭な植生の季節的消長が認められた。

(東水大・植物)
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(A-6) 0大義英雄・有賀祐勝z右橿島川平湾におげ

る海藻の現存量と光合成活性

沖縄県石橿島川平湾において 1976-1977年に海藻

の現存量の調査を行い， 1977年4月及び7月には海

藻の光合成を酸素法(ウインタラー法)によって測定

した。

泊種について測定した現存量は，緑藻では400g

(d.w.)/m2前後，褐藻及び紅藻では緑藻よりやや高い

400-900g(d.wめn2で-あった。また海産顕花植物で

は小型種で6-90g(d.w泊nz，大型種で400-1，2∞g

(d.w.)/m2であった。石灰質含量が高いサボテングサで

は 1，883g(d.w杭n2の最高値を得たが，全般的に lkg

(d.w.)/m2を越える現存量を有する海藻は少なし今回

狽IJ定で-きなかったホンダワラ類を除き，生育する多く

の海藻は小型海藻であった。

自然光を用いて 25種の海藻の光合成一光曲線を求

めた。その結果，光飽和光合成速度 (p~ax) について

は緑藻，褐藻，紅藻，海産顕花植物でそれぞれ 16ム

16ふ7.6，18.5mg 02ig (d.w.)/h.の平均値を得た。また

Pn/R比は平均値としてそれぞれ9.6，13.2， 8.7， 13.7 

であり，立ち上がり勾配の平均値はそれぞれ3ム3ム

2え 4.8mg 02ig(d.w.)/h./kluxであった。

今回測定した大半の海藻では， 25-320C， 100 klux 

以上の高温・強光条件下においても光合成速度が低下

することはなく，明白な強光阻害は認められなかっ

た。また，同一種で春季と夏季に光合成を測定した海

藻では，両季の聞で光合成活性に若干の差異が認めら

れ た 。 ( 東 水 大 ・ 植 物 )

(A-7) 影山明美・ o横浜康継z深所性および陰性緑

藻のキサントフイJ¥.について

緑藻における緑色光吸収色素の発色団とみなされる

Siphonaxanthin 1'1，アオサ目・シオグサ目・ミドリ

ゲ目等の場合，深所または陰所に生育する種に偏在し

ており，それらの緑藻にとって深所や除所での効率の

よい光利用に欠くことのできない光合成色素とみなさ

れることは報告した。しかし Siphonaxanthinを欠

く深所性あるいは陰生の緑藻が最近見出された。その

ような緑藻にはほぼ特異的にある未知のキサントフィ

ルが含まれていることも判明したので，そのキサント

フィルの同定を試み，またその分布を調べてみた。こ

の色素のクロ 7 トグラフィー上および吸収スペクトル

上の特徴は Loroxanthinに一致したため，これを含

有することが明らかとなっている Scenedesmusob-
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liquusの色素と比較した結果， これを Loroxanthin

と同定することがで、きた。 Loroxanthinは Siphona-

xanthinの前駆物質とされており両者は構造上極め

て近いが Loroxanthinを含む緑藻の生体吸収スペ

クトルには緑色部の吸収帯が見出されないことから，

このキサントフィルは Siphonaxanthinと異なり緑

色光の特異的な吸収には関与しないものとみなせる。

このような Siphonaxanthinの前駆物質と考えられ

るキサントフィルが，深所性あるいは陰生でありなが

ら Siphonaxanthinを欠く緑藻に偏在することは興

味ある現象である。

(筑波大・下回臨海実験センター)

(A-8) 0楠元守・高木勝行・山締久・渡辺建雄z

本邦産 Pa.鈍ao吋.na帥 O't"U'働について

演者らは，本邦産の P.morumを乾燥土法によっ

て採集し，形態・無性生殖・有性生殖・生活史・分

布・性的隔離について調べた。

その結果，形態・無性生殖・有性生殖・生活史の大

要は COLEMAN(1959)とほぼ同様で、あった。接合子

の発芽については， COLEMANは1つの接合子から

1つの細胞で発芽すると報告し，野崎ら (1978)は1

つの接合子から 4つの細胞で発芽すると口頭発表し

た。演者らはその相違を検討した上，発芽の過程を観

察した結果， COLEMANとほぼ同様であることを確

認した。さらに，発芽後の群体形成について詳細に観

察したので報告する。

P. morumは，本邦各地に広〈分布することが認め

られ，性的隔離は認められなかった。

(神奈川県立教育センター・生物)

(A-9) 綿貫知彦z南極産 DunalieUasp.の培養例

南極・昭和基地周辺の露岩地帯にはいくつかの塩湖

が点在し，総塩分量が 10g/sをこえる塩湖はラングホ

フデ・スカルスプネスの両地区にあり，それらのケイ

藻類の培養例については前回のベた。

今回はスカルプスネス地区の船底池で夏期に水の華

を形成することが知られている(秋山・大野1975な

ど)， 2本の等長のベん毛を持つ緑藻の Dunaliellasp. 

を培養してみたところ，かなり強い好塩性の傾向を示

すことがわかった。食塩濃度 8-14%の範囲がよくそ

の Doublingtimeは15時間ぐらいであり， 3%以下

と18%以上で・の増殖は殆んどみられなかった。また

培養温度は20.C付近が最適のようであり点。Cと30.C

では著しくわるかった。細胞の大きさは6-11x2.1-

4.0μmと品maliellaminutaに近い値を示したが，

現在の所，未同定である。(神奈川県衛生研究所)

(A-10) 0商原隆明・千原光雄z管状緑藻ハネモーツ

ユノイト群 Brllop必トDerbesiacomplexの

情愛と生活史(到沖縄産ハネモ腐の1新種とその

生活史について

沖縄本島南部，喜屋武にて採集 (1977年 2月， 1978

年3月)したハネモ属の 1種 Bryopsissp.について

形態学的観察と生活史の研究を行った。本種は潮間

帯のサンゴ礁上に生育し，体は繊細で2-4cmと小さ

く，淡緑色または緑色を呈する。主軸から出る第1次

の側軸および第1次の側軸から出る第2次の側軸は各

方向に密に生じ，体は全体としてピラミッド状または

房状をなす。小羽校は各方向に出て，時々小羽枝自身

分岐する。本種は雌雄異株で， 2本の鞭毛をもっ異型

の配偶子を生じる。培養の結果，接合子は1.5-2.5

cmの伺旬糸状体に発達し， この糸状体に全実的形

成により多鞭毛を冠状にもつ遊走子 (stephanokont

zoospore)を生じた。この遊走子は天然でみられるよ

うな形態のハネモの体に発達した。

本種は，B. hypnoidesおよび B.ryukyuensisに

似るが，体が小型であること，雌雄異株であること等

で両種と異なる。また，B.plumosaおよび B.indica 

とは小羽枝の形態等に相違がみられる。本種は，ハネ

モ世代と糸状体世代との異型の世代交代を行うハネ

モ属の生活史をもち，これまでに記載されたハネモ属

の種類に一致しないことから，ハネモ属の新種と考え

られる。(筑波大・生物科学系)

(A-ll) ODirce Michiko YANO・今堀宏三・石JI/

依久子zホソエガサの分枝状発事F

Acetabularia calyculusを貝に穿入した休眠様リ

ゾイドの状態で採集し，実験室内で自然海水及び人工

海水で培養した。開始数日後に中軸の伸長がはじまり

約50日で傘の形成，約20日後に Cystを形成し，更

に10日後に生じた配偶子は接合して基質に附着した。

接合子はガラス，貝等の表面でただちに細胞伸長を開

始するが，無色毛状の分校した発芽形態となり中軸の

伸長は容易には得られなかった。毛状発芽細胞は，そ

の形態が，伸長した中軸に生じる輸生枝と極めて類似

していることから，細胞分化の研究に興味ある材料と

考えたので，まずこの2つの形態を制御する因子を培

養条件の中から追求した。純培養した 1∞-200μm

の初期発芽細胞を浮遊させて暗所に貯蔵し，細胞浮遊



液を異った培養条件下に移して細胞の形態変化を観察

した。又，接合子形成直後の発芽形態や，休眠様リゾ

イドから発達した中軸の形態も同様の培養条件下で観

察した結果，光と栄養条件により分校形成を制御し得

る可能性を得た。 (大阪大・教養・生物)

(A-12) 小河久朗 zタイ国のアマノリ類について
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その後は葉齢が進むにつれて低下した。光飽和光合成

速度は20-250Cで最大値を示した。呼吸速度は 150C

で0.8-3.2mg02/g(d.w.)/hrで‘あった。

乾重量あたりの色素含量は， クロロフィル aO.12-

O加%，フイコエリスリン 0.75-2.3%，フィコシアニ

ン0.15-0.43%， カロチノイド 0.02-0.09%で‘あった

が，いずれも葉齢 72日頃までは高く， その後葉齢が

タイ国のアマノリ類の生育分布，生育時期，種類等 進むにつれて低下が認められた。

を知るため，シャム湾東海岸9地点，同湾西海岸8地 (東水大・植物)

点，アンダ7 ン海側2地点について 1975年 1月から

1978年 5月にかけて調査を行った。

ノリ業体はシャム湾東海岸の調査地点では全期を通

してみられなかった。同湾西海岸の PrachuapKhiri 

Khanから南にかけて Narathiwatにかけての海岸

では毎年 11月から翌年2月にノリ葉体がみられた。

アンダマン海側では Phuket島を中心に毎年3月か

ら4月にノリ葉体がみられる。これら調査地点でのノ

リ葉体の生育時期は雨季の終期から乾季の初期の聞に

該当しており，その生育時期と雨季との聞に密接な関

連のあることが考えられる。

種類についてみるとシャム湾西海岸からは Por-

phyra vietnamensIs TANAKA et P.-H. Hoと，未

同定 1種が， またアンダマン海側からは POゅhyra

criφata KjELLMANと未同定1種がみつかってし、

る。 (東北大・段)

(A-13) 0坂田能光・有賀祐勝・三浦昭雄zカイガラ

アマノリ禁状体の生長と光合成

アサクサノリやスサピノリなどの他のアマノリ属藻

類と異なる生活様式を示すカイガラアマノリ (POゆか

yra tenu伊edalisMIURA)の生長やその基礎となる

光合成，呼吸及び光合成色素の特性を明らかにするこ

とを目的として室内情養実験を行った。

葉状体の室内培養は， 150C， 10時間明期 (6klux)・

14時間暗期で ESP培地を用いて行い，葉齢 41日から

100日まで数日間隔で葉長，葉幅，光合成色素含量，

光合成，呼吸などを測定した。また，禁状体の可視tffl

吸光スペクトルを記録して比較を行った。

葉長の生長速度は，葉齢72日頃まで高く，その後

は葉齢が進むにつれて低下した。葉面積あたりの乾重

量は生長に伴って増加した。

光合成速度は，約 30kluxで光飽和に達し， 90 klux 

までの範囲では強光阻害は認められなかった。 150C

における単位重量あたりの光飽和光合成速度 (Pn)は

13-35 mg02/g(d.w.)/hrで，業齢 77日頃までは高く

(A-14) 0国藤恭正・三浦昭雄=スサピノりの新しい

型の色彩変異体について

三浦・有賀らは 1974年以来スサピノリについて野

生型に対する変異型として，赤色型，緑色型の突然変

異体と黄色型の変異体を見いだし，それらの性状を明

らかにしTこ。

演者らはスサピノリの赤色型と黄色型の葉状体を交

雑して，生じた赤色型の雑種糸状体から先に三浦・有

賀らによって報告された黄色型と異なる新しい型の黄

色型の葉状体を得た。前に報告された黄色型葉状体は

体全体にわたってうぐし、す色を呈しているのに対して

新しい型の黄色型葉状体は明るい黄色を呈している。

これら二つの型の黄色型禁状体を自記分光光度計に

かけ，この吸光曲線を取り，それらを比較してみると

明らかに異なっている。すなわち先に報告された黄色

型では，フイコエリスリンが主に関与して生ずる波長

で543nmと568nmに吸光極大が現われるが，新し

域い型の黄色型葉状体では 543nmの吸光極大がなく，

568nmの吸光極大だけが認められる。新しい黄色型

の糸状体についてはまだ調べていない。

なお，三浦・有賀は新しい黄色型の部分を持つ区分

状斑入りキメラ禁状体 1個体を 1975年 3月 18日に

千葉県富津市下洲の養殖集団のなかから発見し，その

色彩の吸光曲線を得ていた。その吸光曲線は実験室で

得た新しい型の黄色型と完全に一致することがわかっ

た。新しい黄色型の遺伝子分析はまだ行っていな

い。(東水大・植物)

(A-15) 三浦昭雄z スサピノりにみられる区分状斑

入りキメラ禁状体の色彩型の組合わせについての

考察

スサピノリの赤色型と緑色型との交雑によって生じ

た雑種糸状体からは両親型である赤色型と緑色型と，

組換型である野生型と黄色型との 4種類の単一色型葉

状体が生ずる。そのほかにそれらの色彩型のうちの 2
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種類の色彩型からなる 2色彩型および 3(4)種類の色

彩型からなる 3(4)色彩型の区分状斑入りキメラ葉状

体が生ずる。 2色彩型には同じ色彩型部分が重複する

重複2色彩型がみられる。 2色彩型には考えられるす

べての組合わせがみられ，重複2色彩型には両親型の

組合わせと組換型の組合わせだけがみられる。

V AN DER MEER (1977)はオゴノリについて同様

の交雑実験を行い，色彩型を核の標識をすることによ

って配偶体にみられる色彩型のモザイクは四分胞子形

成の際の減数分裂で核分裂に細胞質分裂がともなわな

いために生ずる 2核または4核の四分胞子から生ずる

ことを明らかにした。スサピノリの区分状斑入りキメ

ラ葉状体もオゴノリの場合と同じく 2核または4核の

殻胞子から生ずるとすれば，色彩型の組合わせは減数

分裂中期 Iにおいてそれぞれの色彩型の遺伝子がとる

相対的な位置関係によって決まる。その関係を解析し

た結果，スサピノリの場合もオゴノリの場合とほぼ同

じであることがわかった。赤色型と緑色型の遺伝子は

異なる染色体上に位置し，交叉が起っていることなど

も推 定された。(東水大・植物)

(A-16) 0諸星裕夫・増田道夫z紅藻イトフノリの生

活史(予報)

北海道忍路湾のイトフノリ Gloiosiphoniacapiι 
laris (HUDSON) CARMICHAELの生活史を培養実験

及びフィールド観察により調査した。

発芽した果胞子は多層の盤状体に生長し 2カ月後

には 150Cの長日条件で平均直径1.22mm， 200Cの長

日条件で1.32mmの大きさとなった。この時期の培

養個体を 8群に分け，それぞれを 50C，lOoC， 150C， 

200Cの長日及び短日条件で培養した。短日条件に移

行したもののうち， 200Cを除いて， 1カ月後に盤状体

の栄養細胞より直接，直立体が形成された。この直立

体はフィーノレドで得られる配偶体と同じ形態の藻体に

生長した。

フィーノレドでは直立する藻体は 3月から 6月まで

見られるが四分胞子嚢の形成はなく 4月から精子張

を5月から造果器を同一個体に生じ， 5月下旬から 6

月下旬にかけて褒果を形成した後，急速に消失する。

Nova Scotia産のイトフノリは果胞子より発生し

た盤状体に四分胞子褒が形成され，異型世代交代を

行うことが報告されている (EDELSTEIN1970， 

EDELSTEIN and McLACHLAN 1971)。ところが，

忍路産イトフノリでは盤状体には四分胞子裂が形成さ

れず直立体が直接形成された。直立体に生殖器官の形

成は未だに認められないが，フィールド観察の結果

と総合すると忍路産イトフノリの生活史は Nova

Scotia産イトフノリとは異なり四分胞子体を欠くも

のと思われる。(北大・理・植物)

(A-17) 0能登谷正浩・簸 再現 zハネイギスとイ

ギスの培養並びに細胞学的観察

函館の立待岬で 1978年 5月 17日に採集したハネイ

ギスと同年7月 19日に採集したイギスの何れも四分

胞子体から得た胞子を猪養し，細胞学的研究をも併せ

て行った。

胞子放出後，両種共に 10日;から 15日で雄性体が得

られ， 30日から 35日で-成熟した雌性体が得られた。

その性比は両種とも 1:1であった。培養で、得られた雌

性体から放出された果胞子はハネイギスでは 17日後

に，イギスでは 30日後に成熟した四分胞子体となっ

た。ハネイギスでは培養して得た四分胞子の発芽体と

雄性体で，イギスでは採集した四分胞子体と四分胞子

の発芽体で核分裂を観察した。染色体数はハネイギス

では n=約 30，イギスでは n=12-15で‘あった。

(北大・水産)

(A-18) 梶村光男 z紅藻イギス科ペニハネグサ属のー

新種

本種は島根県隠岐島Jゐ後加茂湾の日陰になった潮間

帯のフジツポ殻上及び小池沖合の水深40mのハネガ

ヤ科動物の体上に生育し，植物体は毛細状で皮!習は

なく，制旬部と直立部とから成り，制包l枝の腹面から

仮根を，背面から直立枝をそれぞれ垂直に生じ，仮根と

直立枝は常に旬旬枝の同一細胞から生じる。直立部主

軸の各関節両縁から一平面に羽枝を対生し，羽枝は単

条乃至普通上側に小羽枝を有する半羽状で，直立部主

軸の基部数関節には羽枝を欠くことが有る。旬餌校関

節は直径の約4倍長く，直立部主軸関節は直径の約

2.5倍長く，単条羽校関節又は羽枝主軸関節は直径の

約2倍長く，小羽校は 1-5関節から成り，その関節

は直径の約3倍長い。無限生長枝は稀に生じ，校端は

円頭である。仮根は多細胞で分岐し，先端は盤状をな

す。四分胞子のうは直径約20μm，長さ約30μmの

倒卵形乃至楕円形で，羽枝及び小羽枝の先端又は側面

に生じ，分裂様式は三角錐型である。雄性配偶子のう

托は直立部主軸上の羽枝の位置に対生し，雄性配偶子

のうはその先端附近に多数形成される。プロカノレプは

成熟校頂端直下に生じ，雌性成熟枝は直立部主軸上に

対生する。のう果は数個の小仁に分れ，壱校を有し



ない。 (島根大・理・臨海)

(A-19) 斎藤穣z英国産ソゾ属植物3種の形館

太平洋の東部，すなわち米国の西岸にはスベクタピ

リス群と呼ばれるソゾ属値物が数種生育し，れそらの

種は 1)四分胞子褒の切り出し， 2)四分胞子漢の配

列と表皮細胞相互聞の原形質連絡の存否， 3)雄の生

殖器官の形態，の点で日本やハワイ，オーストラリア

など，太平洋の中・西部のソゾ属と大きく相違してい

た。そして文献によると，ヨーロッパには両方の型の

中間型とも恩われるソゾ属の種の存在が示唆されてい

たので，英国のプリマスやアングレッシーなどで採集

した材料を使用し，形態学的観察を実施した。その結

果，属の基準種である Laurenciaobtusaが7 ソゾ

亜属の特徴を示しており ，L. pinnatポぬと L.hy-

bridaの2種はともに中・西部太平洋型の雄性生殖器

官と，東部太平洋型，すなわちスベクタピリス群と同

様な四分胞子褒と栄養体を持つことが明らかになっ

た 。(北大・水産)

(A-20) 0田中次郎・干原光雄z暖海産重量状禍藻類2

種についての分類学的研究

演者等は日本に生育する殻状褐藻類 (crustose

brown algae)の分類学的研究を進めている。

今回は奄美大島・沖縄など日本の暖海域より採集さ

れたイソガワラ目に所属する海藻 2種 Ralfsiaex-

pansa (J. AG.) J. AG.， Mesoφora schmidtii WEBER-

VAN BOSSEについて得られた形態・分類学上の知見

を報告する。

R. e3.ヂ仰saは西インド諸島，""レーシア等，暖海~

熱帯海域に分布する種類である。日本では演者等によ

り初めて五島列島，奄美大島，沖縄，西表島から採集

された。同定に際しては次の2点を最も重要な種の階

級の分類形質とした。 1)単子のうは 3-6{闘の柄細胞

(stalked cell)をもっ。 2)複室生殖器官は 1個の不稔

細胞 (sterilecell)を付随する。

メソスポラ属 (Mesos，ρora)は， WEBER-V AN Bo-

SSE (1910)により，マレーシアから採集された種類

M. schmi改 lt をもとに設立された。 この属の藻類は

介生的に形成される複室生殖器官をもつことから，他

のイソガワラ目藻類からは明らかに区別される。この

属には他にイースター島，地中海に産する 2種が知ら

れている。今回，奄美大島で採集された標品は栄養体

構造，復室生殖器官の形態などからタイプ種である

A主 schmidtiiと同定される。なおこの種類は属，種

53 

とも日本新産である。 (筑波大・生物科学系)

(A-21) 鯵坂哲朗z舞鶴湾産ニセモヅク属の一種(禍

~類ナガマツモ目)の生活史について

本種 (Acrothrixsp.) は Elachista stellaris 

(W ANDERS et al.， 1972)や E.fucicola (KOEMAN 

& CORTEL-BREEMAN， 1976)のように，単子褒での

減数分裂がみられ，遊走子発芽体では染色体の2倍化

(vegetative diploidization)がみられる。

単子嚢からの遊走子は，高温短目:条件では発芽して

単相発芽体 (n=9or 10)のままで過し，低温長日条

件では，その単相発芽体から直接複相 (2n= 16-20) 

の同化糸が直立して複相胞子体になる。今回用いた全

ての培養条件の単相発芽体には複子嚢が形成され，そ

の遊走細胞もそまま発芽して，遊走子と同様の発生を

繰り返す。

単相発芽体から複相化する場合には，その同化糸が

直立する直前に，その基部細胞の径が倍に肥大してい

る。この複相化現象は，特に低温長日:条件で起りやす

く，高温短日:条件で抑制される傾向がある。

本種と近縁なニセモヅク (Acrothrixpac祈ca)に

ついても研究を進めているが，その単相配偶体に染色

体の 2倍化は起らない。配偶子の接合は稀で，大部分

の未接合配偶子は高温条件で配偶体世代を繰り返し低

温条件で直接に単相胞子体に成長するなど，本種と異

った生活史を持つ。 (京大・農・水産)

(A-22) 0中嶋 署長・今野敏徳z千葉県小湊の漸深管

に生育するホンダワラ属海藻の成熟・卵放出期間

ホンダワラ類の多くが春から初夏にかけて成熟する

のはよく知られている。しかし，同一水域内に生育す

る多数のホンダワラ類を同時に対象として，その成熟

時期を詳細に調べ，比較・検討した例はほとんどない。

演者らは 1977年1月から 1年間にわたって千葉県小

湊に産するホンダワラ属 13種の成熟時期ならびに期

間，卵放出期間を調査し，以下のような知見を得た。

①成熟開始時期は早い種(アカモク・ホンダワラ)

で2月， 遅い種(オオパノコギリモク)で9月，大部

分の種は4-6月の間で-あった。②成熟期聞は最短で

約2カ月(ナラサモ・イソモク)，最長で約7カ月(オ

オパモク)，普通3-4カ月であった。③卵放出期間は

栄養繁殖を行うもので短く 1カ月前後で・あった。 ④ 

従来一年生とされているホンダワラでは，成熟期にい

たっても成熟しなし、小形の個体が多数見られた。成熟

した個体はその後すべて流失した。③ノコギリモク
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では成熟時期を大きく異にする 2群が存在することが

明らかになった。一群は4-7月(前期群)に，他の群

は8-12月(後期群)に成熟する。この両群は混生す

ることもあり，最大時(成熟期)の藻長が後期群にく

らべて前期群の方が長いという点以外には，外部形態

に差異は認められなかった。(東水大・植物)

(A-23) 0中嶋 泰・今野敏徳z千護県小湊の漸深稽

に生育するホンダワラ属海藻の季節的消長

ホンダワラ類の藻長や各器官(葉・気胞など)の量

は季節によって著しく変化する。本研究ではこれらの

季節的変動にみられる種聞の差異を明らかにし，これ

を生活形の見地から検討することを主目的とした。調

査は千葉県小湊の小湾入部に群落をなして生育する

11種を対象にして，種ごとに場(群落)を定め， 1976 

年9月から 1977年 10月までの間毎月 1回実施した。

結果は以下のようである。

①藻長や各器官の量などの季節的変化を見ると，

ノコギリモク・オオパモク・ヤツマタモタ・マメタワ

ラなどの茎部越年生種は類似したパターンを示した。

しかし，後2者では環境条件(特に水の動き)により

臭った現象が見られた。②大干潮線付近という極め

て厳しい環境下に生育する根部越年生のネジモタ・イ

ソモタ・ナラサモは，それぞれ特徴的な季節的変化を

示した。③藻体がよく伸長する時期はオオパモタで

4月，多くの種は 1，2月で、あった。その時期の一日当

りの伸長速度は一年生のアカモタが妓群(最大約 10

cm)で，ヨレモク，ホンダワラがこれに次いだ。④一

主枝がもっ枝軸・気胞の量は成熟期に最大となった。

棄の量は多くの種で成熟期前に最大となり，成熟期に

は減少した。生殖器托は短期間に多量に形成され，主

枝の全重量の 30-60%を占めた。(東水大・植物)

(A-24) 大野正夫z土佐湾に自生するカジメ属，ワカ

メ属について

土佐湾沿岸のこれらの仲間の海藻は，最近までの報

告では，アントクメが広く分布しカジメは手結・佐賀

の2地区に分布しているにすぎないとされていた。し

かし 1974-78年にわたって高知水試や筆者らの詳細

な藻場調査により，いくつかの新しい知見が得られた。

土佐湾に産するカジメは伊豆地方などにみられるも

のよりも小型で茎長は60cm程度である。タロメは，

室戸岬周辺，佐賀地区にかなり広く分布している。ワ

カメ属のものは，今迄土佐湾には産しないということ

が定説であったが， 1976年来土佐湾中央部に近い須崎

地区にヒロメの自生が確認され，安定した群落を形成

している。さらにワカメが須崎港付近の石灰運搬船の

パースの周辺に 1976年来みえはじめた。初めて気が

ついた年には， 100m2にもみたない小規模のものであ

ったが翌年にはパースを越して外洋の岩礁地帯まで群

落が拡大した。このように土佐湾では，カジメ属，ワ

カメ属の生育に関して今までにない現象がでており，

その原因や今後のこれらの穫の存続に興味がもたれ

る。 (高知大・海洋生物センター)

(A-25) 川嶋昭二=ミツイシコンブとナガコンブの子

11斑について

コンブ属の子嚢斑は，それが生殖に与える重要な割

役を持つ点から見て，業のうら，おもていずれの面に

形成されるか，斑の形，形成の過程など形態的特徴は

種の分類基準として重要な婆素である。

ミツイシコンプとナガコンプについて K]ELLMAN

& PETERSEN (1885)と宮部 (1902)をはじめ，岡村

(1896，1卯2，'16， '36)，遠藤 (1903，'10， '11)， UKAMURA 

& UEDA (1925)，倉上 (1925)，KANDA (1941)， NAGAI 

(1941)，神田 (1946)，Y ABU (1965)，佐々木 (1969，'73， 

'77)， 佐々木ら (1964)， 川嶋 (1965)， KA W ASHIMA 

(1972)ら多数の報告があるが，これらの子嚢斑形成様

式に関する記述には著しい混乱がみられる。

ここでは，これら既伎の文献から両種の子嚢斑形成

様式についての各著者の報告を整理して示し，次いで

佐々 木(l.c.)によるナガコンプの形成様式と，演者自

身が調査したミツイシコンプのそれとを比較して両者

の特徴を明確にしたい。

(北海道立栽培漁業総合センター)

(B-1) 0斎藤実・原慶明・千原光雄z海産中心目

珪藻 Ditlllumbr旬l"twe7J;“におげる休眠胞

子の形成過程に・ついて

演者らは，海産の中心日誌藻 Ditylumbright-

welliiを PROVASOLIの強化海水培地 (PES)に珪

酸ナトリウム Na2Siua，9H2Uを10mgjB添加した培

地で培養していたところ 2カ月以上j経過した培養器

内に，多数の休眠胞子を見出した。この藻の栄養期の

細胞は，三角柱状を呈し，細胞の大部分は液胞によっ

て占められ，細胞質は表層部分にのみ存在する。色調

は，明褐色である。休眠胞子に変化した細胞において

は，細胞質は内殻側に片寄り，それを覆うようにして

新たに円錐形の強固な 1個の珪酸質の殻が形成され

る。殻の頂端からは，栄養期細胞の内・外両殻にそれ
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ぞれ見られる 1本の長い棒状腺と同様の突起物が形成 ソ連の MAKAROVAはこれらすべてを T.subtilis 

される。細胞質は後に球形化し，色調もl暗褐色に変 とし，蓋殻の形態の変化として扱っているが，唇状突

わる。 起の位置の相異は軽視できないし，それぞれの形の分

この休眠胞子の形成を誘起する条件を検討したとこ 布の特性を知るためにも，当面はこれらを別種として

ろ，新鮮な培地で培養した細胞を硝酸塩濃度の低い培 調査していくのがよいと考えられる。特に九州近海の

地へ移してやることで 1週間以内に，ほとんどの細 ものは美しい球形または楕円球形の群体で、採集される

胞が休眠胞子に変化した。これらを完全培地に戻すと ことがあり，動物プランクトン用の目の組い網でも採

再び栄養期の細胞が形成された。 集される。(東海区水研)

(筑波大・生物科学系)

(B-2) 0南雲保*・小林弘**:PI'lu附 la吋α

surtdaensis HUST.の殻壁の微細構造について

Pinnularia属は， 多くの分類群を含む淡水産珪藻

であり，その殻形も大型のものが多い。そのため，殻

構造研究の試料として，古くから MULLER(1896， 

1898，1909)らによって光顕による研究が行われてい

る。 TEMが使用され始めてからも，その殻微細構造

について， KOLBE (1943)， OKUNO (1954)らによる

報告がある。また， SEMによる観察は， SCHRADER 

(1973)によって，P. viridis， P. cardinalisについて

特に外部形態についてなされている。しかし，殻壁の

微細構造については，なお不明な点も多い。

演者らは， クローン培養によって得られた P.sun-

daensisの試料に基づき，特に殻壁構造に注目して観

察を行ってきた。その結果，長胞紋 (Alveolus)の立

体的構造が明らかとなった。すなわち，師板 (Velum)

が二層構造で，その内層は厚しこれに直径約 75nm

の穴が規則正しく関口しており，それをおおう外層は

直径約 10nmの小孔を多数もっていることがわかっ

た。(*白歯大・生物，料東京学大・生物)

(B-3) 高野秀昭 z浮滋珪藻 Thalassiosirα di・

POI'OCllclusについて

プランクトン標本にみられる径 30μm前後の小円箱

形の細胞が多数粘液質中に包まれている 1種は，これ

まで Thalassiosirasubti五s(OSTF.) GRANの名で

知られている。近年ノルウェーの HASLEは， これ

の標本を多数 EMで精査して，唇状突起の位置の

ちがし、と有基突起の分布のちがし、から，類似のものの

中に T.subtilis， T. d争orocyclus，T. minuscula (= 

T. monoporocyclus)の3種があると発表した。

日本近海に出現するこの仲間を演者は調べているが

現在まで九州近海，相模湾，東京湾に出たものを見た

が，すべて T.d伊orocyclusに相当するものであり，

典型的な T.subtilisはまだ見ていなし、。

(B-4) 上山敏*・安麗一男林・ 0小林弘勺 G01lt・

plw'I'<附 nasphαerOplW1'U1U の変異型とその

分布について

G. sρhaeroρhorumは丸く突き出た殻頭をもっ目

立った種類で・あるが，演者らが今までtこ集めた本邦各

地の試料を調べたところ， (1)太首型， (2)中首型，

(3)細首型， (4)首無型の 4型に区別できることがわか

った。まず最初に問題となるのはタイプに相当する型

はどれかという点で-ある。古い時代には命名規約なる

ものもなく，タイプの指定も義務づけられていなかっ

たので‘原記載と原記載者の図に基いて判断する以外に

ないが， EHRENBERGの原記載 (1845)には図がなく

10年後の出版 (1854)には2つの図が出ている。その

うちの 1つはとうていこの種類とは恩われない図であ

るが，あとの 1つは明らかに太首型に属するものであ

る。太首型は頭の突出部も大きく，首も太く，また殻

身も丸みを持った殻縁をもつものが多いが中には殻縁

が角ばって来て，残りの3型と類似する変異を示し，

分布も，もっぱら流水域に限られていた。あとの 3型

はL、ずれも止水域に出現したが，太首型のような丸み

をもった殻縁をもっ個体は見つからず，また首無型は

分布が限られていて，十和田湖・八甲田蔦沼・震ガ浦

にのみ出現した。

伊東京学大・生物，料埼玉県立豊岡高校)

(B-5) 印東弘玄*・ 0寺尾公子*・福島 博z羽状ケイ

藻 Navicula scll品l'oeteriの分類学的所見

最上川の支祈流.置賜白川でで、 1四97符8年 8月にえた Navi.柑11'

cul，μa schroeter，バiの自然集団を永久プレパラ一トにして

約3∞枚の顕徴鏡写真に撮影し，その写真について分

類学的な検討を行ったのでその結果を報告する。

(ホ東京女子体育大)
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(B-6) 印東弘玄*・ 0須貝敏英林・福島 博z羽状ケ

イ藻 Navicula crllptocephala v. 'I/nter・

制 ediaの分類学的所見

1978年 10月11日利根川の交流神流川の神流川橋

付近の石礁に多量に付着していた Naviculacワ'Pto・

cφhala v. intermediaを約 300枚顕微鏡写真に撮影

し，その写真によって形態を観察した分類学的な所見

について報告する。

(*東京女子体育大，紳埼玉県公害センター)

(B-7) 0福島博・小林艶子z河川の付着藻の夏季と

冬季の比較，とくに酒匂川について

同一地点の生物で水質を判定する場合，底生動物で

は一般に夏季の方が強く汚渇しているように判定され

冬季の方はより清浄であるように判定される。演者ら

は1976年7月と 1977年 1月に酒匂川水系の付着藻を

20地点調査した結果を，付着藻の現存量，ベックの生

物指数，非耐汚渇度，強耐汚濁度，シャノンの多様性

指数，サプロピ指数などの諸指数と優占種を同一地点

の7月と 1月の資料を比較する。(横浜市大・理)

(B-8) 0木村均・熊野茂 2大阪湾海底堆積 4中の

珪藻遺骸について

大阪湾底泥表層中の珪藻遺骸について野口ら (1968)

の報告があり，これは現生珪藻フローラをほぼ反映し

ていると述べている。

過去の大阪湾の環境変化を地学・物理・化学の各分

野にわたり，総合的に解析しようとする試みが安川ら

によって 1976年以来続いている。演者らは珪藻遺骸

の調査を担当した。

神戸沖合約lOkmの地点から不撹乱状態で約 7m

の深さまで堆積物が得られた。この試料は14Cを用い

た測定から外挿して，最深部において約6∞0年前の

堆積物と推定される。ここから深さ別に少量の試料を

取り， 酸処理のうえ Pleurax包埋によりプレパラー

トとした。

この結果， ポーリング地点において 6000年前から

現在に至る期間においては，海産沿岸性の珪藻が中心

を占め暖海性の傾向を示すことがわかった。これはま

た上記野口らの報告とも近似した種相である。

(神戸大・理・生)

(B-9) 0大久保晶子*・態野茂*・造力武彦紳z水島

湾沖における珪藻遺骸について

現在，水島湾において，浅海堆積物を垂直方向に採

取して磁化測定，粒度・密度調査などを通じて，過去

の環境変化を調べるという研究が，安JII(神大・理)

らによってなされている。演者らは，珪藻遺骸を用い

て過去の環境変化の推定を試みた。

試料としては，昭和52年6月に岡山県水島湾沖(東

経 132037う北緯33027')において，大口径柱状不撹乱

試料採集装置を使って採取された 8mほどのボーリン

グコアを用いた。これからその一部を取り出し，酸処

理，水洗後， Pleuraxで封入してプレパラート標本と

した。これを個体数の合計がほぼ一定数になるまでラ

ンダムに計数し，各試料の種組成を比較した。

その結果，淡水性の Eunotia属，Cymbella属が

存在したことから近くの高梁川の影響が考えられるこ

と，全層を通じての優占種は Synedratabulata. 

Melosira sulcata， Cyclotella striata， Cyclotella 

stylorumであること， また， この後者3種は試料の

中層部(深さ約 4mを中心とした部分)で比率が高く

なり ，Synedra tabulata， Coscinodiscus属，Thalas・

siosira属は逆にその部分で低くなっていることなど

の知見を得た。この事実と過去の環境変化を示す研究

結果とを比較しながら，ここに報告したし、。

(*神戸大・理・生，特大阪成践女短大)

(B-10) 0宮原幸子*・熊野 茂h 造力武彦*勺尼崎

市左門殿川の珪藻遺骸について

最終氷期以後の気候暖化に伴なう海面上昇について

前田 (1977)が，大阪湾は約一万年前には一部沼沢地

であった事を示している。それ以後何段階かの海面上

昇が起こり現在に至ったという結果が出ている。堆積

物中の珪藻遺骸は，堆積当時に生育したものでその被

殻は徴化石として多く残りやすく，古環境を推測する

手掛りとして有用である。そこで今回は，左門殿川架

橋に関連して行われた潜函工事の際に採集された堆積

物 (-9--24m)を用いて，珪藻分析を行う事によ

り，花粉分析，貝類化石等の分析結果と比較しなが

ら，ほぼ一万年前から現在に至るまでの環境推定を試

みた。検討した試料は 20で.1試料につき約 200の被

殻を計数した。その結果は次のようなものであった。

全層を通して海産性又は汽水性である Cyclotella

striata及び海産沿岸性の Melosirasulcataが優占

種であった。又淡水性の Cymbella，Eunotia属は最

上層と当時沼沢地で-あったと考えられる下層(淡水成



57 

の泥炭層)で顕著な増加を示した。泥炭層のすぐ上に 果によって，淡水から海水へ移行したと考えられる時

堆積した層(ー24m，約1万年前)は珪藻含量が著し 期 (9千年前)とほぼ一致している。

く乏しい事がわかったが，この層は，貝類化石等の結 (*神戸大・理・生，神大阪成撲女短大)

座 長
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A-3-A-4: 秋 山 優(島根大・教育・生物)
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